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序文
Rogers， C.E_ が非指示療法を提唱した時代 (1940-50)において啓蒙的意味を有した Snyder，
W_V_の範鴎は今日 Rogersが強調する態度重視ないしは経験重視の立場からすれば，初心者をして
技術重視に走らしめ，心理治療の本来のあり方について誤解を生ぜしめる危険性がないではない。
しかも来談者q:.'L，¥の counseJingの入門担・は，先づこれらの技術を教えるならわしになっている。 乙
の乙とlζ不満を感じたま事者は，さしあたって先づ Snyderの範腐を態度範略としてみなおす乙とを試
みたのである。なおζ乙では一応 Rogersのいわゆる来談者中心という立場 (1950-57)において問
題を提起しているのであるが，最近の Rogersは Gendlin_E.F，とともに Experiencingの考え方ω
IC立っており，さらにそれを徹底させて治療者の主体的動きに重点をお乙うとするわが国での優れた
counselorの考えを反映させた therapist-clientの関係範o;*のどときものを作製すべきであるが，
それについては未だ十分の検討をする暇がないので，乙こではそれにいたる onestepとしての試み
を記録にとどめたわけである。
ホ関係スケールでとらえたものに山本・越智の労作がある。 (13)
目的
従来の諸家の試みた治療者側の発言の分訴は，態度よりは，発言内容に重点をおいたものであるた
め，多岐にわたり，また分訴にあたっての態度も厳密に規定されていない。本研究は，乙の2つの欠
点を補うべく新範障を作成し，あわせて範時化にあたっての態度を厳密に規定しようとするものであ
る。
( 1 ) 
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分 折 過 程
分析材料はYによる父親および母親の counseling，E による高校生および小学生のcounseling，
Tat による p)aytherapy 2ツ， Tan による母親の counseling， Dによる playtherapyの計8個
の面接または遊戯治療の録音テープである。
前後8固にわたり，熟練した counselorならびに play-therapistの発言を， 録音テープと逐語記
録を通して，4人の分析者が分訴した。各分訴者は，テープを聴取しつつ counselorの発言ごとに
各自に配布された逐語記録に範腐を記入し，終了後直ちに討議を行なう ζ 主を条件とした。
第1固ないし第4回は，新範障作成の意図のもとに分訴が行なわれたが，範隠の定義について厳密
な申合せをするととな し分析者それぞれの経験的概念iζ基き行なわれた。ただし主として友因不二
男(11)ないしは Snyder.W.Vの範爵(10)(4・1)を適時に参照する乙とを許した。
乙れらの討議の結果は，次のごとく要約することができる。
(1 ) 録音テープと逐語記録を併用するにあたり，何れに重点をおくかを規定する必要がある。
(2) counselor-clientの相互関係にもとづき判断し， 決してその後の clientまたは counselorの
発言を含めた文脈にもとづいて判断しないか，全文脈を含めて・判断するかを規定する必要がある。
(3) counselorの発言にはそれぞれ counselor個人の哲学的方向づけが反映しているものとみら
れる。来談者中心療法の真髄は，種々なる techniqueを超越して，正にその点に集約せられるもの
といえるであろう。また逆にこのような基本的態度から来談者中心療法の特色が生れるものと思われ
る。
第一案
A. clientの発言の内容に沿って， clientの感情を受容しようとする態度
B clientの発言の内容にかかわらず， clientの感情をより明確化しようとする態度
第五・六回は p)aytherapyの録音テープならびに逐語記録を通じて，第一案にもとづき分析が行
なわれた。そζで主として問題になった点は次のように集約できる。
clientの発達条件が問題であり， counselorの発言がそれによって自然に(無意識的に)変化す
るという点，たとえば感情の明確化が，言語と動作の未分化な子どもを対象とする限り，どの程度可
能でありまた疎通性をもっているかという乙とである。範暗については， A範暗，B範鳴に分類でき
ないものとして以下の問題点がでてきた。
1) Rapport makingの意図の感じられるもの
2) 勇気づけ
3) therapistの Nondirective1開計 と思われるもの
* Snyder， W.V.の規定したものとはややζとなる意味に使用する。即ち counselorの個人の哲学的方向
づけを反映したいわば一種の非指示的教育的リードと解する。したがって counseling関係、に於て重要な意
味を荷うものである。
( 2 ) 
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4) 援助的なもの
5) 純然たる くり返し
そζで，さらにC範鴫， D範鴫を作成するo
A clientの発言または動作 ・態度の内容に沿って clientの感情を受容しようとする態度
B. clientの発言または動作・態度の内容に拘泥せず， c1ientの感情をより明確化しようとする
態度
C.場面構成 (structuring)
非指示的リ ード (Nondirectivelead) 
D. 質問iζ対する応答 (Answerof question)，伯綴提供 (Givinginformation) 
援助 (Supporting)，男気づけ(Encouragement)
純然たるくり返し (Restatementof content) 
第7・8回は， counselingならびに playの録音テープならびに逐語記録を通じて，第二案にも
とづき分訴が行なわれた。
ζ乙でさらに第二案の検討を行なった結果明らかにされたζとは，来談者・q，心療法の治療的意義を
明瞭に打ち出し，範曜にそれを反映させたととである。
結果およ び 考察
われわれが範礎化を試みた際，来談者中心の counselingの態度について問題になった2，3の点
を指摘すると，
(1) 感情の明確化と解釈について
感情の明確化と紙一重の解釈と， c1ientの感情から緩れていて知的水準にある解釈とを区別する
必要がある。
a) c1ientの感情lζ対して密着している場合。
感情の明確化とは， c1ientの感情と正に同じ水準の深さの次元lζ立つ場合をいうものとすれば，
少なくとも clientにとってまだ明僚に意識されていない感情に触れる場合，すなわち c1ientの感情
の水準よりやや深い屈に関係する場合を解釈とする考え。
b) c1ientの感情ーから離れている場合。
治療者が，彼自身の考えなり窓見なりを， clientと別にもっていて，述べられた事柄がどんなζ
とであるか，それはどんな相互的関係をもっているかなどと指摘する場合を解釈とする考え。乙れは
明らかに感情の明確化とは程遠いものである。
(2) 感情の反射について
a)明確化の不徹底が反射となった場合 (乙れは正しい意味の反射ではもちろんない)
b)但)を否定して，それ独自の意味を有する態度であるとする。
c)感情の反射という概念は，陵味な概念であるから，範培から省くべきである。
( 3 ) 
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(3) 感情の明確化と内容の再陳述について。
形式的には内容の再陳述だが， client の感情に密着している点から考えると明確化にひとしいと
恩われるものがある。
I 従来慣習的に使用されている発言の範鴫の代表的なものは， ① Snyder.W.V (1945) (10)(4.1) 
のそれであろう。その他@Seeman.J. (1949)仰{日}，① Bordin.E.S.(1955) (1)，① Moustakas. 
C.E. (1956)∞等があげられる。 ζれらの範鴫に共通する乙とは，
(1) counselorの発言を発言内容もしくは文脈に沿って判断する傾向が多い。
(2) 後ICRogers.C.R.が特』ζ強調した態度よりはむしろ技術iζ重点が置かれている点である。何
れも少なくとも現在の Rogers.C.R.の見解からすれば， ずれが感じられる。
われわれは「指示JIC対する「非指示」の特徴を考えるのではなく， 一応 client.centeredの立
場に立つ counselor相互間のニュアンスの相違に芯目し，その相還が， 経験 ・態度の栢還に由来す
るものか， ないしは究極的に counselorの個性的なものに畠米するものかを考察する必要がある。
乙のように counselingの技術の多岐性iζ着目するかわりに，技術のよってきたる態度および治療
的な意味を中心iζ， 範鴫の種類を少なく務理し， 技術(態度)の内包や巾を吟味する ζとに努めた
し、。
【附記〕
(1) Snyder， W.V.の範略と(10)新範鴫との関係
Snyder， W.V.の範隔の中，
o Lead-talcing categories中のXFTは指示的リー円 であるから新範鴫のDの中{ζ入れる。
XNDはSnyder，W.V.のいうような意味ならば，D範鴫の L勇気付け1とし，特ICr非指示」の範隔の中には入
れないで.C範鳴に入れる。
o Nondirecive response-to-feeling categories中の XSAは来談者中心の立場では，極めて重要な窓味を有し
乙れを 'simple"という治療的な意味を含まない範聴に入れる乙とは問題であり，むしろ積極的IC来談者中心の態
度範圏直として.A範鴫iζ入れる
XRCは積極的』ζ釆践者中心の態度草aOと考える必要はないから， D範CIC入れる。
o Semi-directive response-ω-feeling categories中の XITは，ζのような意味での解釈は来談者中心の立場
では，めったに用いないからζのような類のものは，治療的効果を阻害しないならばD書道賂，阻害するものであれ
ばE範隠に入れるのわれわれは感情の明確化がー庖深みに入り， c1ientが表明しようとして，未だ表明し得ない境
界線上の感情を明液化しした場合，乙れを解釈とよべば， ζれは来談者中心の立場においては， 高度のものであっ
て clientの感情に十分に付いているという意味において，極めて重要な怠畿をもつものと考える。 ζれと XITと
の区別は，正に clientの感情についているか，離れている(評価的)かであろう。
o Directive coun直elingcategories中のXAE，XCA， XPS， XDC， XFDは何れも来談者中心の立場からはほ
とんどとらないものであるが，治療的窓味があればD範隠，有害ならばE範鴫に入れる。
XIX， XEC， XES等は如何なる治療法ICも共通のもので， 治療的意味があればD範畷， 有害ならばE範鴎IC入
れる。
(2) Seeman， J.の範郎防は，ほとんど全く. Snyder， W.V.と変らない。但し下位範賂に， r正しいJ， L正
しくない1の区別を考・えたζとは適切有効な考えであると恩われる。
(3) Bordin， E.S.の範緑ω也主として，われわれが 「明確化」として範隠化するものについて詳細な検討を加
えたものとして注目すべきであるが，実際tζ範略化を行うにあたり煩絡にすぎると考えられる。
・前出腕注重E照。
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(4) Moustakas， C.E.の範怒 7)は，大いに示唆ICMむものであり，ただ play-therapistの範憶としてばかりで
なく. counselorの鎚怒としても大いに怠考ーになるものである。
E 治療者の発言の範稽lζ関する諸家の見解(特iζ内容の再陳述，感情の反射，感情の明確化など
をめぐって)
(1) Rogers.C.R. (Hobbs.N.およびTelschow.E.)による解釈
counselingの技術について. Rogers.C.R.自身明確な定義付けは行なっておらず， むしろ彼の門
下によって彼の考えが伝えられている。
例えば.Hobbs.N. (おないしはTelschow.E.ωの考えは， 集団治療についてであるが，感情の反射
ないしは明確化が解釈となってしまうような不適当な場合を指摘し，むしろ内容の再陳述の有効性を
述べているのであるが，との場合.感情の反射と感情の明確化とは同じような意味で用いられている
とみてよいと思われる。“Client.centeredTherapy"の巻末(6)の索引にも単lζ reflectionof atitude 
として一括し，両者の区別を避けているようである。
(2) 友回不二男による解釈(12)
友田不二男の内容の再陳述は形式的には内容の再陳述であっても， 内容的には明らかに c!lentの
感情を受容する態度からでてくるものであり，むしろ感情の反射(ないしは明確化)とも考えられる
ものである。また彼の感情の反射はむしろ感情の明確化とも考えられるもので怠る。乙れはclient-
centeredの立場からむしろ当然すぎる乙とと考えられる。乙のようにして， 純然Tこる意味での，す
なわち，感情の受容の態度に立たないような内容の再陳述は. clicnt-centeredの立場では多くあり
得ないといえる。もしありとすれば，それは治療的立義からいえば，その意味に乏しいかまたは有害
なものと考えられる場合が多いのではなかろうか。同様に感情の反射なる概念、も必要であるとは考え
られない。
(3) 佐治守夫による解釈仰について
彼が彼自身の counselingについての分析にあたって，感情の反射に入れられているものの中で，
感怖の明確化とみなされるものもあれば，内容の再隙述 とみて差支えないものもあり，いづれも感情
の反射として積極的な意味をもつものとは思えない。
E 新範培試案
I.来談者中心療法の特費量的なもので，治療的IC積極的な意味のあるもの
(A)来談者の発言・または動作・態度の内容に沿って米談者の感情を受符しようとする態度
A+ (適切) Aー (不適切〉
(9)来談者の発言または動作の内容に拘泥せず，来1炎者の感隠をより明確化しょとする態度
B+ (適切) B一(不適切〉
(C) Cst (場面綿成) Cnl (非t旨示的リー ド)
].いかなる治絞法ICも共通のものであり，しかも治療的意味のあるもの
(D) Dans (質問lζ対する応答) Dg (質問) Dgi (情報復供) Dsup (俊助) Den (勇気づけ)
Drc (純枠たるくり返し)
1.治療者中心の立場をとるもので，しかも治療的lζは有害と考えられるもの (E)
( 5 ) 
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新 cat・gori..院察の凡例*
1 .来談者中心の立場として特徴的なもので治線的IC積極的な意味をもつもの
A 一一クライエントの発言又は，動作・態度の内容に沿って， クライエン トの感情を受容しようとする態度
(1) C** rまだ別に変ったような風は見えませんです。 それはわしの方も極力まあ本人のくせをしっただせるよう
な方法を，まあやってる釈なんです。今迄のような余りガミガミ怒らずにですね」
Co判傘「なる程，本人のそう云う気持をひき立たせるように」
(2) C r怒るとよけい乙うひねくれてあだするようにありますから。 そいでそのわしが怒ると今度は姉方にくつ
てかかるんですよJ
co rお父さんに叱られた分をお姉さんの方でJ
(3) C r一一路一ーまあ要するIC......だからそう云う気性なんでしょうね。それで自分としてはですね，まあ年
とって…ーしたんだから多少乙の見栄坊と云う気性がわしにはたぶんあるように思うんですよ， まあ負け
ず嫌いと云うか，見栄坊と云うような具合になるもんじゃないでしょうか」
Co rウーンウーン，裏返せば見栄坊ね，フ一一ムJ
(4) C rわしもずい分どうして乙う云うような内向性といいまいかとう云う性質が特に…青年時代のととから援
り返ってみたらやはりわしの若い頃とずい分似ている所があるんですよ。一一中路ーーまあ気が弱いんで
すね。わしはその反面ζの非常にζの意地強りな所があったんですよね。子供らはそう云う事がなくて只
惑い方面ばかり出て来てですね一一路一一」
Co rお父さんの持っている色々なこう云う性絡がある訳だけれどもその惑い点だけが何か乙う伝わってしま
ったような感じでJ
B -ークライエントの発言文は動作・態度の内容，Ir::拘泥せず，クライエントの感情をより明確化しようとする
態度
(5) C r (以前は，子供は，自分の云った事がすぐに通らないと騒いですごかったと云う事を述べる〉との頃は
何か云うとわかるようになりましたね。いつから， いつからそう云う風Ir::なったって，何しでもわからな
いんですけど，何かね，そう云った点，ずい分よくなったような気がするんですよ。前は云うとなお更ウ
フフ……反抗して，乙う何て云うんですか，かえってとうね。手に負えなくなったんですよ。 でもζの頃
は自分で押えるんですね。ある程度自分を得えるって云う気がします」
co r何か子供なりに成長したと云う感じね」
(6) C rまあ少しづつやっぱり，ある程度成長はしてるんでしょうけどもまあそれが， 漠然とまあ，前には，お
家lζ居ったら，幼稚園なんて行かない時iまそう云う事考えなかったんですげどね， どう云う風lζ変って行
くなんて，あまり深刻に考えてなかったんですけど，でも少しづっ変ってきていますね。よくみてみます
とねJ
co r何かとうお母さんが見る自も今までとは途って乙う(エエ)細かく見ているって云う感じね」
(7) C r (若い時，軍隊である事件の責任をとり，自殺しようとした自分の経験を述べる)だから子供もわずか
ほんな事でもって睡眠薬自殺するなんてそう云う事も親K一寸似てるもんじゃないかと思うんですよ。ま
あよく云えば責任感があると云うような普はですね，まあよく云われてた，現在はそう云う事は愚にもつ
かねえ事じゃないもんでしょうか。今わしが 60Iとなるけれどもですね， 乙れまでも今までもみんなその
馬鹿馬鹿しい貨任感だけでもってきたんですよ。只大人になってのそういう責任感は自覚しての責任感で
子供はほらそう云う事なくして只つまり惑いと云うそう云うととなんかは親に似てるととあるもんじゃな
いでしょうかね」
Co r侭か乙う時代が変っても， お父さんの持って生れた性格そう云うものの一番強いものはやはりとう伝わ
ってしまっている感じ」
(8) C rあの僕，今，たばζだけはやめられませんでした。たば乙だけはちゃんと夏休み中も吸いつづけちゃい
ましたね。やっぱりやめようかと思って. 2. 3日我慢したんですけど， その時はもうやはりだめですね
ボサーツとしちゃって」
co rうん非常にたばζをやめなけりゃい砂ないと云う気持を強くしていらっしゃる。 それで，ま，やめられ
ないという ζ とをやはり強く気にしていらっしゃる」
・実際怒られたそのままを記載している。従って方言ゃいいちがいもそのままになっている。
寧，.Client 
*寧，.Counselor 
( 6 ) 
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(9) C rですからまあ，ある程度の落着きって云うのが出てくる。 1-¥てくるとまあ， それが， !3分，まあ，生活
環境って云うのが，自分のまあ環境っていうのかですね。自分が今，生活している環境の中，枠内の規律
とかそう云うのですね。調子を合わせる乙とが出来るようになるんじゃないかと思うんですがね。落着く
につれて，それでまあそれがますます落着くにつれて乙う何て云うんですか. 乙の自分の図りの環境でで
すね，自分の生活している環境内で，ま， 自分Iζ対するものすごいζう反対のものがあった場合には，そ
れ相当に， 調子を合わせて行く上にも，まあ，反対する必要があるんじゃないかと僕は思うんですけど
ね」
Co r環境を認めて，その中IC自分を置けるようにもなった， と云うととの気持でしょうか(エエ)うん. し
かしある場合Iζは只認める。 そして只従うと云うだけで生きているんじゃないと云う気持もはっきりある
と云う乙とねJ
(1喧 C rそうですね，ですけど，ま，僕はまあ，たばζはまあ，初めのうちはまあ， 面白半分で，まあ必要じゃ
ないような渇合にも無理して，吸うようになりましたけれども，今としては， 僕はもう，えーと必要のな
い時，必要一ー たばとなんて(自分にとって)ええ自分にとって， 必要以外の時でなければ吸わない事に
しているんですけれども，やはりたば乙吸わないとどうも乙う頭がボサーツとしちゃうんですねJ
Co rうん，必要を本当に感じるって云う今の状態である」
Cst一一易商締成
ωC r一一沈黙一一J
Co rどう云う事でも自由にお話してJ
O~ C r (自分としては子供IC愛情をかけすぎる位かけてきたと思うと述べ)まあ， 乙う云う何でもかでも，わ
しがぶちまけて先生の御判断願うよりないですよ」
Co rお父さんから包有そう云うお話をたくさん防けば，私もー絡に考えるのに， とてもあの，都合がいい釈
なんです。これからも私も一生けん命，力一ばいー絡に考えたいと思います。」
C rは7，どうぞ」
Co r私も出来るだけお役に立ちたいと思います」
Cnl一一非指示的リード
0$ C rずっと三年になってからふらふらしだしてたのがね， c.の前もSきしたかも知れませんけど，ああ云うの
は一審舗なw.じゃないかと思うんですよね，ま，三年になって， そりゃあ一年から三年までふらついただ
けで三年間終っちゃったって云う別ですけれど， 二年まではせっかくあんな風IC真面自にしてきて三年に
なってから急にいかれ出すと， ζれ程馬鹿らしい乙とないんじゃないかと僕は思う訳なんですよねJ
Co rもっとも大切な三年と云う学年をね，うん， どう云う気持で三年になってふらつきだしたんだろうか，
自分の事をそう云う人はどう考えているんだろうかと云う気がするJ(傍線認分)
ωC r (たば乙は，必要以外の時は吸わない事にしているが， 吸わないと頭がボサーツとすると迩べ〉ま，;J!
サーツとしちゃいますからねj
co rはあ，ま，ボサツとした状態になっていてはすべての事が，学校生活，特に図るJ
1.いかなる治療法にも共通にあり得， しかも治療的意味のあるもの
Dans一一質問に対する応答
C r時計みてえJ
T rまだよ，乙の針がねえ，乙乙まで来たらおしまいよ」
Dgi -ー情級提供
C rレコードど乙お?J
T rあのね，レコードζわれたのよ，レコード屋さんへ直しに持っていったの」
D.up -一援助
T rワイシャツのお袖あげましょうか，じゃまになるでしょう」
( 7 ) 
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D.1'I一一勇気づけ
(Cが時計の針が終了時刻に近づくのを待っているのをTがみて)
T rだい分近づいて来たわよJ
0..一一純然たるくり返し
C rお母ちゃんが云ったの」
co rああお母ちゃんがそう云ったのJ
Og -:一質問
co r'なんだζら、と云うような，どう云う意味ですかJ
百 新範鴨作成の基本的立場と使用上の主要条件
(1) 基本的立場
a) 治療的意義を有する範轄を中心1(，先づ来談者中心の立場からみて特徴的なもの (A，8， 
C) ，治療的立場の如何を間わず治療的意義のあるもの (D)，来談者中心の立場からは好ましから
ざるもの，すなわち治療的意義が乏しいかまたは治療的に有害なものとみられる治療者中心的なもの
(E)とした。一貫して治療的意義を前提とする考えで分類した。
b) counselorの発言の内容(形式に対する内容ではなく，知的水準でとらえられたものの窓)
あるいは文脈によって範時化するのではなく， 感情受容の態度の有無， 程度を基準として範囲毒化し
fこ。
(2) 使用上の主要条件
a) 必らず録音テープと逐語記録を用意し，録音テープを聴くという態度が基本であり，逐語記
録はメモ上の必要上用意するというにすぎない乙と。
b) 範鴫化しようとする counselorの発言を聴き終った瞬間の現在l時点において， その時点以
前の counselorと cJientの相E関係にもとづいて判断し，決してその後の cJientまたは counselor
の発言を含めた文脈にもとづいて判断しではならね乙と。
結 語
従来の諸家の治療者側の発言の範轄の欠点を是正するにあたり， (1)分訴者の分析態度を厳格に規定
し， (2) counselorの発言内容よりは，態度lζ重点をおき， 新範賂を作成した。 ζの研究は， まだ試
案の段階であって，今後の clientの発言の分析， counselor-cJientの関係範踏の作成へと発達させ
たいと思っている。
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Summary 
In our effort to make l1ew parsimonious categories for the classification of therapists' attitudes， we 
paid attentiol1 to the following points: to define cleary our attitudes to the analysis and to put 
more emphasis on the attitudes of the therapist or the counselor than the contents of his utterances. 
The parsimonious categories are: 
I. The attitudes which are characistic of the client-centered therapy I (which is considered to have 
a positiv~ significance for therapy) : 
A. Acceptance of client's feeling in accordance with client's utterances， behaviors， or other kinds 
of attitudes. 
A+ means adequate. 
A- means inadequate. 
B. Clarifications of c1ients' feeling， whatever the contents of his utterances or behaviors are. 
C. 
B+ means adequate. 
B- means inadequate. 
Cst Structuri g 
C凶 Nondirectivelead 
1. A sort of common denominators among any psychotherapeutic methods， which are 
significant in terms of therapeutic effects. 
Dans Answer of question 
Dq Question 
Dgi Giving lnformation 
Dsup Supporting 
Drs Restatememt of Content 
1. Those attitudes which are found in cou;Jselor-centered point of view (E) : 
They are conceived to be harmful to therapeutic purpos'. 
( 9 ) 
